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医療・介護現場の深刻な実態が報告された
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イ
マ
ド
キ
の
改
憲

自
民
党
草
案
を
考
え
る

明
日
の
自
由
を
守
る
若
手
弁
護
士
の
会
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11
月
か
ら
、
衆
参
両
議
院
の
憲
法
審
査

会
が
１
年
以
上
の
休
止
期
間
を
経
て
再
開

議
員
が
不
在
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い

か
！　

と
い
う
の
で
す
。「
不
測
の
事
態

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
６
月
、
自
民

党
が
招
致
し
た
３
人
の
参
考
人

（
憲
法
学
者
）
全
員
が
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
は
憲
法
違
反
で
あ

る
と
発
言
し
た
の
を
最
後
に
、
憲

法
審
査
会
は
開
か
れ
な
く
な
っ
て

い
た
の
で
す
。
自
ら
呼
ん
だ
参
考

人
に
「
刺
さ
れ
る
」
と
い
う
失
態

が
よ
ほ
ど
の
打
撃
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
改

憲
派
」
が
両
院
で
憲
法
改
正
の
発

議
に
必
要
な
議
席
を
確
保
し
た

今
、
自
民
党
が
改
憲
を
押
し
切
る

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
狙
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、「
改
憲
す
る
と
い
う

結
論
は
決
ま
っ
て
い
る
」
か
の
よ

う
な
乱
暴
な
議
論
が
一
気
に
進
む

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
主

権
者
は
、
慎
重
に
議
論
の
経
過
を

監
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

既
成
事
実

　

自
民
党
は
、
最
初
に
国
民
投
票

に
か
け
る
改
憲
の
テ
ー
マ
と
し
て

何
を
提
案
す
れ
ば
野
党
の
賛
成
が

得
ら
れ
る
か
、
水
面
下
で
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
（
と
に
か
く
改
憲

と
い
う
既
成
事
実
を
作
り
た
い
、

と
い
う
本
末
転
倒
な
姿
勢
な
の
で

す
）。
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の

が
、「
緊
急
事
態
時
に
お
け
る
国

会
議
員
の
任
期
延
長
」。
衆
議
院

議
員
の
４
年
の
任
期
満
了
に
と
も

な
う
総
選
挙
の
直
前
に
大
災
害
が

起
き
た
ら
、
選
挙
が
で
き
ず
国
会

に
聞
こ
え
ま
す
が
、
定
め
方
に
よ

っ
て
は
政
権
の
恣
意
的
な
運
用
で

い
つ
ま
で
も
延
長
さ
れ
、
意
図
的

に
選
挙
を
先
延
ば
し
に
さ
れ
て
し

ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ

も
首
相
や
大
臣
な
ど
、
閣
僚
は
選

挙
に
関
係
な
く
、
次
の
内
閣
が
組

閣
さ
れ
る
ま
で
は
ず
っ
と
職
に
就

い
て
い
る
の
で
、
選
挙
が
で
き
な

く
な
り
首
相
も
い
な
く
な
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
任
期
満

了
の
前
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
る

の
も
慣
行
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
任
期
延
長
の
条
項
を
加
え
る

必
要
性
が
そ
も
そ
も
な
い
と
い
え

ま
す
。
緊
急
事
態
条
項
と
同
じ

く
、
無
駄
な
不
安
を
あ
お
る
よ
う

な
や
り
方
で
の
提
案
に
は
、
冷
静

に
拒
否
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

教
訓

　

最
後
に
、
私
た
ち
が
今
、
一
番

心
に
と
ど
め
る
べ
き
条
文
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　

「
日
本
国
憲
法
12
条
前
段　

こ

の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由

及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努

力
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　

71
年
前
、
暴
走
す
る
権
力
は
、

男
と
女
と
子
ど
も
の
命
と
人
権

を
、
埃
の
よ
う
に
吹
き
飛
ば
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
学
び
取
っ
た

「
人
権
は
自
ら
守
り
ぬ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
教
訓
を
70

年
経
っ
た
今
、
活
か
せ
る
か
ど
う

か
。
私
た
ち
は
「
主
権
者
」
た
り

に
備
え
て
、
任
期
を
延
長
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
だ
」
と
一
見
、
も
っ
と
も
な
よ
う

え
る
の
か
。
試
さ
れ
て
い
る
気
が
し
て
な

り
ま
せ
ん
。 

（
お
わ
り
）

国民は主権者たりえるか

　

政
府
は
社
会
保
障
費
を
押

さ
え
込
む
た
め
、
75
歳
以
上

の
患
者
（
後
期
高
齢
者
）
の

窓
口
負
担
の
２
割
化
や
、
高

齢
者
の
高
額
療
養
費
の
上
限

の
引
き
上
げ
、
受
診
時
定
額

負
担
の
導
入
、
市
販
類
似
薬

（
う
が
い
薬
、
痛
み
止
め
、

漢
方
薬
な
ど
）
の
保
険
は
ず

し
な
ど
の
患
者
負
担
増
を
計

画
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

協
会
は
、
患
者
負
担
増
を
慎

重
に
審
議
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
府
下
の

各
自
治
体
に
要
請
。
９
月
議

会
で
は
、
大
阪
市
を
皮
切
り

に
吹
田
市
、和
泉
市
、熊
取
町

が
同
意
見
書
を
採
択
し
た
。

　

協
会
は
、
９
月
、
12
月
議

会
に
向
け
て
意
見
書
採
択
の

要
請
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

要
請
で
は
、
２
０
１
５
年
受

診
実
態
調
査
で
、
約
６
割
の

歯
科
医
療
機
関
が
経
済
的
な

理
由
に
よ
る
治
療
中
断
を
経

験
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
各
会
派
に
「
こ
れ
以
上

の
窓
口
負
担
の
増
額
は
、
さ

ら
な
る
受
信
抑
制
に
繋
が

り
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩

壊
に
繋
が
り
か
ね
な
い
」
と

と
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。
同
時
に
在
宅
ケ
ア

で
の
食
生
活
を
重
視
し
、
歯

科
へ
の
評
価
が
「
不
十
分

だ
」
と
話
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｍ

Ｓ
Ｗ
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
）
や
老
健
施
設
の
看

護
師
、
地
域
の
開
業
医
ら
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
発
言
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
、
政

府
が
進
め
る
医
療
・
介
護
保

険
改
革
に
よ
っ
て
施
設
基
準

な
ど
の
様
々
な
規
制
が
強
い

ら
れ
、
必
要
な
医
療
や
介
護

の
提
供
を
妨
げ
て
い
る
実
態

が
語
ら
れ
た
。

　

岡
崎
氏
は
最
後
に
「
人
に

制
度
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
制
度
に
無
理
や
り
人
を

は
め
込
む
改
革
が
様
々
な
矛

盾
を
生
ん
で
い
る
」
と
ま
と

め
た
。

　

「
地
域
医
療
構
想
と
介
護

保
険
で
『
地
域
包
括
ケ
ア
』

は
可
能
か
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11
月
20

日
、
協
会
が
常
任
幹
事
を
務

め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協

議
会
の
主
催
で
開
か
れ
、
１

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
岡

崎
祐
司
氏
（
佛
教

大
学
教
授
）
は
、

あ
る
べ
き
地
域
包

括
ケ
ア
に
つ
い
て

「
中
心
に
な
る
の

は
医
療
」
と
指
摘

し
、
高
齢
者
の
生

活
の
質
を
確
保
す

る
た
め
に
は
「
歯

科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
な
ど
の
介
入

が
絶
対
に
必
要
」

訴
え
た
。

　

協
会
は
、
引
き
続
き
、
府

下
各
議
会
へ
意
見
書
採
択
の

要
請
を
続
け
る
。

口
尚
也
、〈
民
進
〉
平
野
博

文
、
辻
元
清
美
、〈
維
新
〉

井
上
英
孝
、
浦
野
靖
人
、
松

浪
健
太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸

幸
、
足
立
康
史
、
谷
畑
孝
、

丸
山
穂
高
、
伊
東
信
久
、
椎

木
保
、〈
共
産
〉
宮
本
岳

志
、
清
水
忠
史
、
堀
内
照

文
、〈
無
所
属
〉上
西
小
百
合

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

柳
本
卓
治
、〈
公
明
〉
石
川

博
崇
、
山
本
香
苗
、〈
維
新
〉

高
木
か
お
り
、〈
共
産
〉
辰

巳
孝
太
郎
、
大
門
実
紀
史

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
面
談
】

参
院
〈
共
産
〉
山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、

岡
下
昌
平
、
大
西
宏
幸
、
と

か
し
き
な
お
み
、
谷
川
と

む
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
佐
藤
ゆ
か

り
、
左
藤
章
、
長
尾
敬
、
原

田
憲
治
、
神
谷
昇
、
竹
本
直

一
、〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、

佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進
一
、
樋

「
地
域
包
括
ケ
ア
」を
問
う

大
阪
社
保
協　

シ
ン
ポ
開
催

患
者
負
担
増

11
・
17
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

慎重審議求め意見書採択
大阪市など府内４自治体

　

政
府
の
患
者
負
担
増
計
画
に
対
し
、
慎
重
審
議
を
求
め

る
意
見
書
が
、
大
阪
市
を
は
じ
め
と
す
る
府
下
４
自
治
体

で
採
択
さ
れ
た
（
11
月
24
日
現
在
）。
意
見
書
は
、
協
会

の
府
下
地
方
議
会
へ
の
要
請
が
実
っ
た
も
の
。
各
議
会
か

ら
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣
、
衆

議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
に
提
出
さ
れ
る
。

　

11
月
５
、
６
日
、
仙
台
市

内
で
第
27
回
核
戦
争
に
反
対

し
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る

ど
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。

　

集
会
に
参
加
し
、「
政
府

・
大
阪
府
の
暴
走
を
許
す
ま

じ
」
と
運
動
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
た
。

よ
う
と
し
て
い
る
。
福
祉
医

療
費
助
成
の
改
悪
が
計
画
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

子
ど
も
は
国
の
宝
、
そ
の

健
康
・
命
を
政
治
で
保
障
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
さ
ら

な
る
負
担
を
求
め
る
こ
と
な

　

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
や
め
て
！
子
ど
も
医
療
費
無
料
を
国

の
制
度
で
！
国
会
内
集
会
」
が
11
月
17
日
、
開
催
さ
れ

た
。
国
会
要
請
行
動
と
あ
わ
せ
て
同
集
会
に
参
加
し
た
江

原
豊
氏
（
堺
市
、
理
事
）
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

 

（
関
連
１
面
）

て
！
子
ど
も
医
療
費
無
料
を

国
の
制
度
で
！
国
会
内
集

会
」
で
は
、
参
加
し
た
マ
マ

さ
ん
の
怒
り
が
爆
発
し
て
い

た
。
全
国
各
地
か
ら
１
２
０

人
以
上
が
参
加
し
、
通
路
に

ま
で
人
が
溢
れ
、
た
い
へ
ん

な
熱
気
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
で
も
、
運
動
に
よ
っ

て
拡
充
さ
れ
て
き
た
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
に
松
井
大

阪
府
政
が
冷
や
水
を
浴
び
せ

　

本
来
歓
迎
す
べ
き
各
自
治

体
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
助

成
に
政
府
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
課
す
と
い
う
信
じ
が
た
い

施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
子

ど
も
の
貧
困
対
策
や
子
育
て

支
援
が
求
め
ら
れ
る
中
、
同

施
策
が
自
治
体
に
よ
る
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
推
進
を
阻

害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

　

「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
や
め

ス
か
ら
福
島
に

移
り
住
み
、
都

市
社
会
学
を
研

究
し
て
い
る
セ

シ
ル
・
浅
沼
＝

ブ
リ
ス
氏
が

「
核
の
妄
想
〜

な
ぜ
日
本
人
は

核
を
受
け
入
れ

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
in

宮
城
が
開
催
さ
れ
、
２
日
間

で
96
人
の
医
師
、
歯
科
医
師

の
ほ
か
医
学
生
、
医
療
関
係

者
、
一
般
市
民
な
ど
計
１
９

１
人
が
参
加
。
協
会
か
ら

は
、
杉
本
叡
、
中
西
幹
夫
各

理
事
と
玉
川
明
弘
評
議
員
ほ

か
事
務
局
が
参
加
し
た
。

　

初
日
、
記
念
講
演
と
し
て

平
和
外
交
研
究
所
代
表
の
美

根
慶
樹
（
み
ね
よ
し
き
）
氏

が
「
核
廃
絶
の
国
際
的
世
論

と
核
保
有
国
の
動
向
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
外
務
省
で
軍

縮
代
表
部
大
使
や
日
朝
国
交

正
常
化
交
渉
日
本
政
府
代
表

な
ど
を
務
め
た
経
験
か
ら
、

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
、
北
朝

鮮
が
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に

執
着
す
る
背
景
、
六
者
協
議

の
有
効
性
な
ど
に
つ
い
て
語

っ
た
。
ま
た
、
10
月
末
の
国

連
第
一
委
員
会
で
核
兵
器
禁

止
条
約
に
向
け
て
の
決
議
に

対
し
、
反
対
票
を
投
じ
た
日

本
の
態
度
を
批
判
。
被
爆
国

で
あ
り
な
が
ら
核
廃
絶
を
訴

え
な
い
姿
勢
に
は
、
ア
メ
リ

カ
の
核
抑
止
力
の
傘
下
に
あ

る
と
錯
覚
し
て
い
る
事
実
が

あ
り
、
真
の
独
立
国
と
は
言

え
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
フ
ラ
ン

た
の
か
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
、
住
民
を
被
曝
地
に
帰

還
さ
せ
、
原
発
再
稼
働
し
よ

う
と
し
て
い
る
政
策
に
強
い

憤
り
を
示
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
有
識
者
に

よ
る
核
・
原
発
に
つ
い
て
の

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
核
の
危
険
性
を

再
確
認
し
た
。
原
発
の
再
稼

働
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

即
時
の
核
廃
絶
が
求
め
ら
れ

る
」
と
感
想
が
あ
が
っ
た
。

11・17行動

政
治
の
暴
走
許
す
ま
じ

江
原
豊
（
堺
市
）

核兵器のない世界へ
第27回反核医師・医学者のつどい

核廃絶の国際世論を解説する
美根氏＝11月５日、仙台市　


